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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 21日 (2005.11.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
心 臓 の 僧 帽 弁 輪 を 治 療 す る ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 僧 帽 弁 輪 に 隣 接 し た 心 臓 の 冠 状 静 脈 内 に 配 置 さ れ た と き に 心 臓 の 僧 帽 弁 輪 を 再 形 成 す る
僧 帽 弁 治 療 具 で あ っ て 、 連 結 構 造 を 含 ん で い る 基 端 を 備 え た 僧 帽 弁 治 療 具 と 、
　 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 を 心 臓 の 冠 状 静 脈 内 へ 導 く 内 腔 を 有 し て い る カ テ ー テ ル と 、
　 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 の 連 結 構 造 に 係 止 可 能 で あ る 第 ２ の 連 結 構 造 と 、
　 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 の 連 結 構 造 を 前 記 第 ２ の 連 結 構 造 に 係 止 し 或 い は 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 の
連 結 構 造 を 前 記 第 ２ の 連 結 構 造 か ら 解 除 す る 係 止 部 材 と を 含 む ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル の 内 腔 内 へ と 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 を 押 し 込 む 押 込 部 材 を 更 に 含 ん で お り 、
該 押 込 部 材 は 、 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 の 基 端 と 係 合 す る 末 端 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る ア
セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 押 込 部 材 が 、 該 押 込 部 材 の 末 端 に お い て 前 記 第 ２ の 連 結 構 造 を 担 持 し て い る こ と を
特 徴 と す る ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 僧 帽 弁 治 療 具 の 連 結 構 造 と 前 記 第 ２ の 連 結 構 造 と が 一 対 の 連 結 構 造 を 含 み 、 前 記 係
止 部 材 が 前 記 一 対 の 連 結 構 造 に 緊 密 に 嵌 合 さ れ る 摺 動 係 止 シ ー ス を 含 ん で い る ア セ ン ブ リ
。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 連 結 構 造 が チ ュ ー ブ に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 前 記 摺 動 係 止 シ ー ス が 管 状 で
あ る ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ６ 】
心 臓 の 僧 帽 弁 輪 を 治 療 す る た め の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 僧 帽 弁 輪 に 隣 接 し た 心 臓 の 冠 状 静 脈 内 に 配 置 さ れ た と き に 心 臓 の 僧 帽 弁 輪 を 再 形 成 す る



器 具 で あ っ て 、 当 該 器 具 を 連 結 す る た め の 器 具 連 結 手 段 を 含 ん で い る 基 端 を 備 え た 器 具 と
、
　 前 記 器 具 を 心 臓 の 冠 状 静 脈 内 へ 導 く 内 腔 を 有 し て い る カ テ ー テ ル 手 段 と 、
　 前 記 器 具 連 結 手 段 に 対 し て 係 止 す る た め の 第 ２ の 連 結 手 段 と 、
　 前 記 器 具 連 結 手 段 を 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 に 係 止 し 或 い は 前 記 器 具 連 結 手 段 を 前 記 第 ２ の
連 結 手 段 か ら 解 除 す る た め の 係 止 手 段 と を 含 む ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 カ テ ー テ ル 手 段 の 内 腔 内 へ と 前 記 器 具 を 押 し 込 む 押 込 手 段 を 更 に 含 ん で お り 、 該 押
込 手 段 は 内 腔 を 有 し 、 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 と 前 記 係 止 手 段 と が 前 記 押 込 手 段 の 内 腔 の 中 を
延 び て い る ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 器 具 連 結 手 段 と 前 記 第 ２ の 連 結 手 段 と が 、 当 該 器 具 連 結 手 段 と 前 記 第 ２ の 連 結 手 段
と を 解 除 可 能 に 係 止 す る た め の 連 結 手 段 を 含 ん で お り 、 前 記 係 止 手 段 が 前 記 連 結 手 段 を 連
結 状 態 に 保 持 す る た め の 保 持 手 段 を 含 ん で い る ア セ ン ブ リ 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の ア セ ン ブ リ で あ っ て 、
　 前 記 保 持 手 段 が 、 前 記 連 結 手 段 の 連 結 さ れ た 状 態 を 解 除 す る よ う に 変 位 可 能 で あ る ア セ
ン ブ リ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
僧 帽 弁 輪 の 再 形 成 器 具 で あ っ て 、
　 患 者 の 心 臓 の 冠 状 静 脈 内 に 繋 止 す る よ う に 伸 び る 伸 長 可 能 な 第 １ の ア ン カ ー と 、
　 前 記 第 １ の ア ン カ ー の 基 端 側 で 患 者 の 心 臓 内 に 繋 止 す る よ う に 伸 び る 第 ２ の ア ン カ ー と
、
　 前 記 第 １ の ア ン カ ー と 前 記 第 ２ の ア ン カ ー と の 間 に 伸 び て い る 結 合 部 材 で あ っ て 、 前 記
第 １ の ア ン カ ー に 対 し て 固 定 さ れ て お り 且 つ 前 記 第 ２ の ア ン カ ー に 対 し て 選 択 的 に 固 定 さ
れ る か 又 は 該 第 ２ の ア ン カ ー に 対 し て 動 く こ と が で き 、 前 記 第 １ の ア ン カ ー に 対 し て 基 端
方 向 の 力 を 付 与 す る よ う に な さ れ た 結 合 部 材 と 、 を 含 む 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、 前 記 第 １ の ア ン カ ー が 自 動 的 に 伸 展 す る ア ン カ ー で あ
る 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ア ン カ ー が 自 動 的 に 伸 展 す る ア ン カ ー で あ
る 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ア ン カ ー が 冠 状 静 脈 内 に 繋 止 す る よ う に な
さ れ て い る 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、 前 記 第 ２ の ア ン カ ー が 患 者 の 心 臓 の 右 心 房 内 に 繋 止 す
る よ う に な さ れ て い る 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、 前 記 結 合 部 材 が ケ ー ブ ル で あ る 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、
　 前 記 結 合 部 材 か ら 延 び て い る 連 結 部 を 更 に 含 み 、 当 該 連 結 部 は 、 テ ン シ ョ ン 部 材 と 連 結
し 且 つ 該 テ ン シ ョ ン 部 材 か ら の 基 端 方 向 の 力 を 前 記 結 合 部 材 及 び 前 記 第 １ の ア ン カ ー に 伝
達 す る よ う に な さ れ て い る 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、
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　 前 記 第 ２ の ア ン カ ー の 前 記 結 合 部 材 に 対 す る 末 端 方 向 へ の 動 き に 抗 す る よ う に な さ れ た
ロ ッ ク を 更 に 含 ん で い る 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
請 求 項 １ ７ に 記 載 の 器 具 で あ っ て 、 前 記 ロ ッ ク が ラ チ ェ ッ ト で あ る 器 具 。
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